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桑の細菌病被害に關する調査

Investigation on the bacterial injuries of mulberry.

宮城博

緒　　　雷

　　　桑の細菌病の糊菌蹴てはC・b・・i＆G・・bi・i（1890）・Macchi・tti（1892）・B。yer　et

　　Lamberと（1893）、Voglino（1894），　McA玉pine（1897）、　Peglion（1897）．Smith（1905）、　Petri

　　（1905）、堀正太郎（1906）、塁附彦太郎（1908）・Am・・d・t　S・c・et・i・（1913）・St・v・ns（1913）・

　　臓梅之亟（1914）、D。idg・（1915）・・鴎友輔（1919）趣”蘇太郎・樋・馳（1921｝1922）・

　　Wormald（1924）、遠藤保太郎、今村良郷（1926）、瀧元清透（1926）、野騒l　IE毅〔1928）、等多

　　く¢瑚・究あり。叉繊ll・肌子題及湖撤験を行へるもの1・C・b・・i＆G・・bi・i（1890）・B・y・r

　　et　Lambert（1893）P姻1ion（1897）、等あり。然れども桑の細菌病に關する實用的調査は僅か

　　に遠藤保太郎．樋ロ琢磨（1921－1922）及び著者（193D　4）2報告あるのみなり。

　　　．．lee／s・は細菌病囎と桑、腫並麹）瑳嬬條件との關係・細菌病と其被害勲）減」脚との關係・

　　被害葉摘入後の欄時闇蝶璽減蝉との關係繊害葉給與畷兇li可鰍績との關殿の淋

　　項に就き梢々詳細に調盗せり。

　　　而して共結果は從來の報告の一一部を追言登する厨あるも更に、新しき事實をも認たるを以て、

　　鼓に報告せんとす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1調　査　嘉　項

　　　　　ム・桑品種と細菌蒲被害との闘係　　　　　　　g．伐探時期との關係

　　　　　a．夏秋慧用桑　　　　　　　　　　　　　　　h・摘葉瞬数との瀾係

　　　　　b．春秋鋤睡　　　　　　　i・摘勅法との關係
　　　　　］i・桑の栽培條件と縮病囎との關係　　」・牧穫關始劇】との關係

　　　　　a，苗・木の大小との關係　　　　　　　　　　k・　間作との關係

　　　　　b．土壌改良との關係　　　　　　LH照不足との閥係　・
　　　　　c．土壌水分の多少との關係　　　c・細劇着繊の被詠よ鰍牌概の關係
　　　　　d．粧付距離との關係　　　　　　　　　D・被詳嚢摘入後の裡渦時…間と莱重減少率との關係

　　　　　，．仕立法との關係　　　　　E購鰍與と鎧卿硝成績との關係

　　　　　　f，　肥料との關係

　　　　　　　　　　　　　　　　11　供試材料及び調査方法

　　　A．供試桑樹は何れも長野鱗鍍業繊場剰隷於磯刷・のものllcし磯龍びに被離度

　　　中庸のもの3株を選定し其総葉撒と被害葉数とを訓査し被害歩合を鱗〔出せり。

　　　B．正常葉と被害藥との葉轍少速度a）1；1腱はキヤリヤー式剛ll酬灘鎧室75°F・65％

　　　の庭に礁箔hに桑勲蛇ぺ蛋撫こさし置き一定時闇敏秤ゴll：し，3髄辮姫なきものは

，　　　秤量を中止せり、供用放数は各匠10放宛とせり。

　　　C．供纈品種は國獄El－○號にして5齢起酪200醐曲棚1し給與桑・鷺は一ノ瀬

　　　桑及び島ノ内の2晶種なり。而して飼育は普通鷲室に於て普通育を行へり。
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XgX調査成績
　　　　　　　　　　　　A．桑晶種と細菌病破害との關係

　　　　　　　　　　　　　　　a．夏秋鷲用桑（1）

鰻桑，改鯉生杖讐鰍割㌍甚だしく・甲撰・醜桑・小牧圃鱗70號等は之

に次ぎて多く、扶桑丸は被害最も少し。（第1表参照）

　　　　　　　　　　　　第1表　夏秋餓用桑（1）

品　種　名 供試株数

　　　　　　1
安　　曇　　桑1
改良早針州

羅魯難1
小　　　　　牧
國桑第7・號i

滴　　十　　郎1

伊　　那　　桑

改　良鼠　返

改良四方険
水　　内　　i桑

露　國　野　桑

改　良魯　桑
扶　　i桑　　丸

3

〃

e

v

〃

〃

e

〃

〃

〃

〃

〃

1　“

1〃

総葉敬

　枚686
936

596

800

1120

916

694

1224

1450

1002

1330

1196

606

742

被轡葉数

　枚133

159

54

55

73

58

40

70

83

50

59

52

26

18

被轡歩合

　　％
19，39

16．99

9．06

6．88

6，52

6．33

5。76

5．72

5．72

4．99

4．44

4．35

4．29

2．43

㌍均1株
総條数｛総傑長

1B

1「7

10

ユ6

17

　cm．
1475

1730

1140

1795

1429

ltt）　　　　1560

13

17

14

13

20

15

12

1．s

1470

1535

1515

1615

2205

16s5

975

1865

最　長　條

條　　長　潜葉敬

備考　　　　　夏秋謹1邦・1　　　ネ艮メリ

　　　　大1E　15（1926）年4月　　　 秘〔付幽　 （5尺×2尺）

　　　　昭和10（1935）年5月11Fl株直
　　　　μ召羽1　10　（1936）勾二　7　月　 22　日調査

夏秋獄用桑（2）

　　　　

ユ40

130

ユ50

130

110

15⑪

135

130

165

150

170

160

100

150

3tt）

38

35

29

30

33

30

40

36

30

30

36

24

34

　伊達11∫亭、一ノ瀬桑等は被害特に多く、礪島大葉、改良早生卜文宇、山中高助、大ツマミ等

之に次響て多く、理想選、國桑C。魯八、根小屋高助等は少く、創持桑は被害殆んどなし。

（第2衷参照）

　　　　　　　　　　　　　第2表　夏秋澱用桑（2）

品　種　客

伊　蓬　市　雁

一　ノ　瀬　桑

瓢　島　大　葉

改良早∠k十丈宇

山　中　高　助

火　ツ　マ　ミ

供試株販

3

〃

tl

〃

〃

〃

株

総躯数

SOO枚

640

1113

75S

758

704

被轡葉数

　葡
132

95

15S

被轡歩合

t　　　；　　　　・9

1（）1i　1：1－：IL）

9，g　1　12・93

　　F73 P10・37

　　％
16．50

14．84

1420

21二　均　1　株　　　最　　長　　傑

総鰍i線憾條畳i蔚葉数
，州、2、3m・1178m’

、1　　　　　940　　　　　　200
　　　コ0　　1　　1｛｝20　　　　180
6　　　　1　　　　770　　1　　　　170

　　1　　　　　　　i
g　　i　　13甥O　I　　170
　　1　　　　　　｝
11 P162011SO

34

47

44

4け

3s

40

枚
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品種名供試H総葉数囎緻被轡歩合諏数1総醸「篠侵陵鰍
1　　　　　　　雫均1株1最長條

　　　　　　松改良四方喫　　3
鼠　　　返i　〃

熊　　　鷹、　”　1

柔錦塁1－ll別卿1：1斜1
國桑 K一、認ll－°ll…、1

癬． 宸奄撃奄撃戟@ll 　Cln．　　　　　　Cn1．

1275　　　190

2040　　　170

1010　　　120

1070　　　220

770E　190

枚
35

54

32

43

3s

粟良・鼠糞1〃1轡薦ll：ll…21－ill一認隙

魯　　　桑
　　　　］伊　那　桑
寓　榮　桑
切葉魯桑．
牧　穫　一
小　　　牧
國　桑　EI
扶　桑　丸1

露國野桑
春　　　　日

國　桑　D
豊　　　 受

四　方　険

530…170137
1t）tlO　　　　　　　ISO　　　　　　56

國　桑　A…　”　i1474　i　go｛　・　　・　　一’、　　　曙

　　　　［lg”：6っ　　il　o7

　　　　　
理想早生十丈字i，

　　　－“　　　　根小屋尚助1
魯　八1
國　桑　C
理　想　選
創　持　桑

t’

@　　　　　　・）45　　　　　　　21　　ト　　　6．09　　i　　　4　　　1　　　460　　3　　　　ユ40　　1　　　p

〃　　　　774

〃　　　　709

〃　「　724
〃i74・
〃　】

〃

〃

〃

〃

o

〃

〃

1　　〃

e

〃

〃

〃

100S

530

603

7，59

828

1166

1187

S18

1220

564

641

526

953

1” P639

：　　　　　　l　　　　　　　　　　　　I　　　　　　I1　　　　　　　　　　　　旨　　　1　　　1
46

41

37

36

45

22

20

24

24

30

28

1．7

5．94　　1　　　13　　　　1　　　1ユ34

5．7s

5．11

4，85

4．46

4．15

3．32

3．16

2．go

2．57

2，36

2．OS

181　1．48
　1111：鶉

4　　0．76

7　　0．73

9　1　1250
11　1　ユ425
10

9

8

9

5

5

950

1530

1010

1301

660

940

　　　ll　l　ll”19

9

11

8

ユ1

8

6

177

170

170

130

221）

150

1S5

200

200

170

180

41

40

30

37

40

37

33

42

37

40

44

1410　　200i　40
1566　　　　　　175　　1　　　56

　　1　　　　　’9151
1430

1120

881

・1・181135°、，
備考　昭Tll　9卑（1934）4月棚寸（51”L　×　2PL）

　　　口召羽！　ユ0　4蚕三　（1935）　5　月　　7　1－1オ朱轟葱

　　　昭和10年（1935）7月261…i調査

　　　　　　　　　b．春秋獄用桑

1251　29
　118・137
180　　42
コ50　　40

ユ90　　34

伊達市亭は被審最も多く島ノ内、鶴田等之に…次ぎて多く、春日は少く、水内桑は最も少し。

（第3表滲照）

　　　　　　　　　　　第3表　　 聯秋懲こ用桑

品種名

伊蓬市副
島　 ノ　内
鶴　　　　田

國桑第70號
多胡早生1。．・瀬桑｛

供試株鍛

3

〃

〃

〃

〃

〃

株

総葉数

972

1128

1000

8S2

713

ggo

被害葉数 被害歩合

マ噛一　％
164　　　　ユ6，87

106　　9．40

67　　6，70

51　　5．78

40　　5．61

54　　5．46

2F均　1株
総條敬1総條侵

29

26

27

23

25

27

塞

’m

モ香D

1369

1687

1375

1465

1232

1356

最　畳　條
條長］鰍鍛
　CtTl．
80

eSO
70

80

85

80

枚
19

21

21

15

21

21
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改良魯桑
鼠　　　　返

山　中高助
四　 方　 吹

露國野桑
圃’語大葉
飛　騨　桑
利　　　　桑

改良鼠返
根小魔高助
改良四方喫
國桑第13號
容　　　　日

水　内　粟

〃

〃

〃

〃

〃

tl

〃

〃

〃

e

『

〃

〃

〃

719

2090

ユ904

1710

1190

8s2

1052

900

17S2

12S4

S69

529

916

1174

3s

109

94

74

47

31

29

19

35

23

15

7

4

3

5．29

5．22

4．94

4．33

3．95

3、51

2，76

2ユ1

1．97

1．79

1．73

1．32

0．44

0，26

12

33

57

37

25

22

22

25

29

32

19

8

20

19

備考　　　大正15年（1926）4月植付　（5尺×2「Lt）

　　　昭和1（）6罫（1935）6月7日株1［1〔

　　　μ君羽110　向三　（1f｝35）　　7　月　 23　口護周査

543

1889

2480

2098

1，567

11S3

L341

14Sl

ユ567

1195

1330

541

1257

11S8

50　　　　12
β0

80

85

80

SO

S5　，

75，
SO

5与

80

80

85

25

18

24

1局

20

20

20

22

16

17

16

1S

・・い1

　　　　　　　　　B，桑のi栽塘條件と細菌病破害との關係

　　　　　　　　　　　　a．衡木の大小との關係
長野縣桑葭槍益格付方法による大甲桑瀞は被害最も多く、小甲桑鐙1はゴ槌も少し。（第4表滲照）

　　　　　　　　　第4表　慣木の穴小との關係

匹　　別　供試株徽総葉敬被害藁数

　　　　　　　株　　　　　放　　　　枚
ブく　甲3　工002　192
rl』　甲”　961　165
！1、　　　　　　　　FF　　　　　”　　　　　　　1160　　　　　　109

被害渉合

　％19．16
ユ7．17

9．40

単均　1　株
総傑数1総傑長

　本　　　　Cm・
ユ6　　　1S45

15　　　　1S93

コ5　　　」．800

備考　 ’夏秋獄用　根刈　温島大葉

　　　μ召rp；18！・1…（1933）4月　　　 植イ寸（・E）　PL×2．5尺）

　　　Il召司訂110　J！IL：　（1935）　5　月　　10　日　　ネ恥：配

　　　li召和10年（1935）7Jl　20日調査　　・

　　　　　　　　　b．　ゴニ±．11，／7改良a：のi銅4系

最　長　　條

條長瞬鰍
Ctn．

150

158

14，3

枚
40

40

3S

植付直前天地返及び溝堀を行ぴたるものX棺付後憐転せるものとせざるものとの闇には一一一一h定

の傾向認め難し。（第5表滲照）

　　　　　　　　　　　第5表　土竣改良との關係

1旺　　別　供試株倣

溝堀無鮪し3樵
溝堀耕転1〃

魏麟襯l
　　　　　E

　　　　　　　　　　　7F均　ユ　株
総葉数被害鰍㈱創 w裂鞭顧
　枚　　　　枚
ユ168　　　　61

1022　　　　52

1004　　　　S6
109，　：1．　　　　：｝5

　％　　　　　本
5．23　　　26

5．09　　　　20

3．59　　　　24

3．20　　　　20

　Cm．
／529

ユ3◎〔｝

1669

コ505

最　長　 條

條即襟数
cm・　　　　牧
90　　　　26

80　　　22

100

100

29

蹴
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　　　　備考　　　　春秋翻用　　　根刈　　　一ノ漱桑

　　　　　　　　　「lftt　n訂I　S　41三　（1933）　4　月　　　　　　　　才直付　　　　　　　（5尺×2・5尺）

　　　　　　　　　μ召ilill　10　fif“　（1935）　6　月　　13　1…盲）　オ耳こi直ニ

　　　　　　　　　ロ召羽110Jtf－　（1935）　7　月　 24　r雪）　詫塀≡査…

c．土壌水分の多少との關係

泌顯に被寄多く、過乾陶ご被害少き傾購惜なり。鮒しども過漁1趾欄嘔との陶こ於て

は過漁暉に僅かに多き傾向ある程度にて判然たる差異はi認め難し。（第6表滲照）

　　　　　　　　　　　　第6表土獲水分の多少との關係

II斑　　別

過灘（わi・撞害ft］’21s．）

標？｛tl（　”　）

過乾（　”　）

過灘（一ノ瀬桑）

療～聾（　”　）

過乾（　”　）

過灘　（扶桑丸）

綴～悠　（　”　）

過乾（　”　）

供試株数 総葉数

株　　　　　　枚
3　　　　795

”　　　　　8e2

”　　　　744

3　　　　904
”　　　　　955

”　　　　　792

3

〃

〃

49S

626

444

被轡葉数

　枚134

ユ29

　6

55

46

　3

6

5

0

被害歩合
単均　1　株

総條数総條長1
　　％　　　　　　＊
ユ6．86　　　　18

16．09　　　　　　　23

0．S工　　　　Z7

6．09

4．82

0．3S

1、21

0．80

0

ユ6

15

2ユ

17

12

ユ5

　　ml　
ユ225

1700

1445

1140

1220

1165

1220

915

1030

　最　　侵　　條

條剥着葉数
c．i，T）1．

120

120

120

100

110

105

leo

9｛｝

ユ10

2男

21

21

枚

23

29

2tt）

備考　　　聯秋麗用　　　根刈
11召環訂i6五1乱（1931）4月植付゜　　1ボツ1・（6∫蔓立方）4コ耕ミ

ロ乱羽110　煮F　（1935）　6　月　　5　日）　ホ恥1直董

ll召不n　10　41三　（1935）　7　月　　27　日　　諺｝三齎…

水分　過灘75．7％、泄乾32・5％・糠弊55・2％

19

16

13

d．植付距離との關係

密植に被害多く、疎植になる瞬楚て被害減少の傾向あり。（第7i浸滲照）

　　　　　　　　　　第7表　 植付踵離との繭係

旺　　　別

株間　畦間
怨　　　凡

工5×5．0

2．0×5．0

2，5×5．0

3．Ox5．0

3．5×5．Q

4．Ox5．0

供試株敷

3

〃

〃

〃

〃

〃

株

宗葱葉数

673

82S

904

964

1182

1442

被害葉数

枚　　　　　枚
152

168

125

1e3

146

163

被害歩合

1

1　　　　％
　22．59

　20．29

　13．S3

　ユ3．50

　12．35

　11．30

拳均1　練
総條数1総條侵

ユ1

15

14

17

17

20

　elll　
1272

工641

1521

19．　25

1D68

2327

最　　長　　條

條　　長　着葉数

tMlゆ

ユ50

ユ60

ユ50

ユ48

150

150

37

40

40

42

40

46

枚

備考　　　夏漱殿用　　根刈　　閲島大葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　昭和8年（1933）4月　棚ご
　　　　「1召否il　101f．　（1935）　5　月　　10　Fレ糾三証f

　　　　l眉羽1ユ0煮ド　（193δ）　7　月　 21　日訂募三蛮…



68　　　　　　　　　螺　　綜　　雌　　羅　　濾　　　　　　　〔第八ts

　　　　　　　　　　　　　　e．仕立法との關係

仕立灘於て廟醜る鹸認め難けれども根刈に鰭多く滴刈に少き瀕し調刈と中

刈との間には差異なきが如し。（策8表参照）

　　　　　　　　　　　　　第8表　 仕立法との閥係

臓　　　別

中刈3拳【夏秋用）

根刈拳式（”）

高メU6拳（　”　）

根刈拳式
　　（界秋用）
1’W遭メU3祭（　”　ノ

高メu6拳　（　”　）

供試株数　継～葉数

．株“ @　　”放
1　　　1068

3　　　1644

1　　　13s7

3　　　　902

1　　　736

1　　　919

備考　　　改良鼠返

被轡葉

　枚
58

82

46

27

17

ユ5「

　　　レF均1株
囎鈴 P総勲陣憾
　％　　　　　　水
5，43　　　　42

5。OO　　　　15

3，32　　　　6S

2．99　　　　29

2．31　　　　46

1．63　　　　77

　の　　3060

1454

3559

1330

加Q
2373

最，侵　　條

條長1着熱
　eLtl　
120

145

110

65

55

50

’　　　枚

昭和5年σ930）欄・椰響（5尺×2’“）、　・・國（5尺×騨）調刈（6艮×6り

Ull　－TII　ILO年（193i））5月12目夏秋∫騨羅〔dFq　G月22口聯秋円株直

1　召手［；10轟ド　（1935）　7　月　 2　日調査，

　　　　　f．肥料との欄係

　　　（1）窒素劉巴料め種類との關係

40

42

36

16

16

18

無肥料に被害多く、大豆粕，堆肥に少き傾向なり。（第9表滲照）

　　　　　　　　　　第　9　衷i　　鑑葬§質肥料の種獺との關係

1載　　　別 供試株数

．蚕＝糖一　籍…＝，＝”’k’i・・

　　　　　　　　　tt
菓種油粕1

踊　　〆　　粕

錬　　〆　　粕

硫酸アンモ＝ア

智　利　了而b’　石

石　茨　窯　素

酒　　　　　粕

jl【i　　　　肥

穴　　豆　　粕

〃

〃

v

『

．rs

〃

〃

〃

総i嚢数

490

721

691

882

865

83S

991

648

85S

被審葉殿

　枚
33

29

27

29

27

24

25

15

17

7431　14

被轡歩合

’＝旧一…N
6．73

4．02

3，91

3．29

3．12

2．s6

2．52

2．31

】．．gs

1．SS

4t”〟FT”1株i最　良　些

絡條剃総傑長1條畏園鰍

備考　　　券秋翻用　　根刈　　改阜鼠返

16

16

20

20

14

20

24

13

20

15

ll召lill　7　勾三　（193三3）　4　N　　　　　　　塔II㌃イ寸゜　（5尺×2こ）

［昭羽1湿0孟「三　C1935）　6　月　　12　H非恥i肛

il召和10年（1935）7∫ま22日訓査

（2）三要素との聞係

無加果に被害多く、無窒素に少きが如し。（第10表滲照）

　　m．715

789

960

927

747

977

1215

505

1090

660

enl．

52

63

62

70

60

65

65

55

72

60

13

19

18

16

工s

工7

19

1s

．20

18



錐一一・、二號〕　　　　　　　桑の細断轍害rく關する調査　　　　　　　　　　69

　　　　　　　　　　　　　第10享ミi三嬰索との關係

匪　　　別

無　　加　　理

無　　燐　　酸

無　　肥　　料

完　　　　　登
　　　　　　1
無　　窒　　t’i

供試株鍛総葉数　被轡葉数　被害歩合
レ甚噛・株　最　一N　條

1　1　　　　　｝総條刎総條長條侵i麟数
　　3
　　〃

　　〃

　　〃

・　　　〃

株 　枚　　　　　枚　　　　　％
610　　　　　　　56　　　　　9．18

664　　　　　　　5！．　　　　　7．68

467　　　　　　31　　　　　6．64

576　　　　　　　31　　　　　5．38

448　　　　　　　14、　　　　3．12

力欝考　　　　　琴鋒秋躍£用　　．　根メロ　　　ーノ瀬桑

16

21

12

11

12

口召＄n7．fl｛（1932）4月　　　植・「寸・（5尺×2尺）

f：召In　10年　（ユ935）　6　月　 ユ2　日株直

lr召和10年d935）7月21日調査

（3）三要素の用量との關係

本 　し　じロレ　　　　　　　　　el　サ

S40　　　　75

1215　　　　80

318　　　　49

ア36　　　　95

426　　　　45

17

19

15

23

14

枚

　窒素量多きもの必しも被害多からす、叉燐酸加量の施用量多きもの破害少き傾向も認め難し。

（第11表滲照）

　　　　　　　　　　第11表…三要素の用最との聞係

斑　　　別

　　　　ユ｝　t〈
第2腿〔（5．3．3）

参芦4kq（3．3．3）

第91iifmT　4．3．2）

第5臓（4．4、3）

第61盗（4．2．3）

第11憂こ（6，3．3）

第7照（4．1，3）

第10雌五（4．3．1）

糞窩8！6亟（4。3．4）、

第31楓（4．3，3）

供試株敬

3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

e

〃

株

総葉数

闇一…一’　『 〟w『

　　732
617

602

634

603

560

686

573

730

55S

被害葉敗

枚
49

36

33

34

28

20

24

20

23

17

被害歩合

6．69

5．83

5．47

5．36

4．64

3．57

3．50

3，49

3．15

3．04

％

禦均　1　株

線鰍1鱗長
20

15

16

16

16

9

19

13

18

14

　CITII　
ユ031

S14

87ユ

873

709

450

1030

763

S21

744

最　　長　　條

噛條侵1着葉数『

備考　　　豚秋獄用　　根刈　　一ノ瀬桑

π召巧訂17　左F　（1932）　4　月　　　　　　オ直付　（5尺×2尺）

II霧零【11041三　（1935）　6　」ヨ　12　口株直1

昭和10年（1935）7児21日醐査

（4）施肥時期との關係

｛11コL，

90

72

70

70

70

70

70

SO

65

80

　枚
17

20

1S

ユ7

18

1S

19

19

15

ユ8

夏肥施與時期の逞速との閥には一定の傾向を認め難し。（第12表滲照）

第12表施JJE時期との關係

1置　　瑚　供試株敗総葉数

　　聯・　肥　31’　706枚
，　　3齢妻朝方砿肥　　　”　　　725
　　塁辻　　耳麓　（無　肥）　　　　　　　”　　　　　　　58S

　　掃立期施肥1　〃　769
　　　　　　　　i

被害葉敬 被轡歩合隣均・株　最長條
1総條数1総條長1條長1藩葉数

　枚　　　　　　％　　　　　　本　　　　　e・ll」　　　　　cm・　　　　　　枚
38　　　　　5．3S　　　　　　　22　　　　　　779　　　　　　　55　　　　　　　ヱ4

32　　　　　4，41　　　　　　25　　　　　1164　　　　　　　70　　　　　　　17

19　　　　 3．23　　　　　　15　　　　　4S2　　　　　　50　　　　　　15

16　　　　　　男．08　　　　　　　32　　　　　　1059　　　　　　　60　　　　　　　15



7。　　　　　　　　ec　縣　箪　雑　髄　　　　　　　〔第八管

　　　　　備拶　　騨秋獄用　根刈　繭島大葉
　　　　　　　　　火正・2年（・923）4月　鮒ll召Tn・8年σ933）5月（5爬×2爬）据擾

　　　　　　　　　昭不ll　10年（1935）6月14日灘〔

　　　　　　　　　昭和10年（1935）7月24日i調査

　　　　　　　　　　　　　　　（5）自給肥料との關係

徽剛巴糀無顧肥料とのll11に一定の餉なく・・xesk肥と然らざるものと醐にも謎の

傾向を認め難し。（第ユ3表参照）

第13表　 自給肥料との關係

　　　　i堆肥

匝　　　　別

無　　肥　　料

稻　　　　藁
堆　　　　　肥

イヒ逗甦肥雅K金Jj巴）

供試株数 総葉数　被筈葉数

　　　　枚　　　　　枚
3　　　546　　　　34

”　　　679　　　　33

〃　　　701　　　　27
e　9・司　，23

年　均　1　株

被齢鱗鱒蝕
一一一’　 @…露　一‘…　　本
　　6．23　　　　20

　　4，S6　　　　22

　　3．85　　　　31

　　2，53　　　　25

備考　　春殺瓢用　　根刈　　島ノ内

　Clllウ
694

970

ユ517

1233

最　　長　　傑

條長降鰍

昭和8年（1933）4月　　　植付（5尺×2・5「e）

1；配矛n10年　（1935）　5　月　　9　　日株n麺

ll召和10年（1935）7月21日調査

　　　　　　　ii緑肥

Ct｝1，

57

65

63

73

　枚
10

13

ユ3

工5

一一　　　一一
旺　　　別

緑　　　　　肥

封　　　　　照

供試株数

一　－nｹ
　3

　〃

総葉数

一一一罰E‘

1026

1ユ99

被害葉数

　枚
58

67

被害歩合

　％5．65

5．59

布　均　1　株

総條刎織徽
ve

@　　　本
15

16

　OTII．
1S50

1951

最　　侵　　條

條侵1燃数

備考　　夏秋懲用　　根刈　　島／内

昭XII　8年（1933）4月　植付（5尺×2が）

昭荊110勾三（1935）5月9日株繭〔

昭和10年（193の7月21日調査

c露聰［・　　　　　枚

175　　　　38

16S　　　　37

　　　　　　　　　　　　　9。伐探時期との關係

　伐探時期の早晩に於ては早きものに多少多き傾向を認めらるNも顯著なる諮異なし。

（第14表参照）

　　　　　　　　　　　第14表　伐探暗期との關係

甑　　　別　供試株数

　　　　　i

　　　　　　　　　株
獲芽前伐探　　　　3

稚銀期伐操　　　”

Sll：微期伐探　　　”

総葉数

　枚100S

848

S89

被轡葉数　被審歩合

L一酌一一一＿＿＿　．＿一

　　　枚　　　　　　％
　　109　　　10。81

　　70　　　8，25

　　53　　　5．98

21二均　1　株

総條刎総條長

最　　長　　傑

條侵i糠数
一一’……罵[一：一』’一’、／，，1；響一淵篇一細，　‘…噛『…枚1

　　　　　　　　　　　　　　　43　　1S　　　　　　1850　　　　　　　1？0

　　16　　　1235　　　　110　　　　2S

　　1ア　　　　　　1185　　　　　　　95　　　　　　　23



第一、二〕　　　　　　　　　　桑の緬￥r病被害にE冠する調査　　　　　　　　　　　　7習

備考　　根刈　　一ノ瀬桑

　　　Il召Zlll　6年（1931）4月　　 ～1彪f寸（5尺×2度）　　　磯≡封こ禧Iffユと壬奢ミll君孝1110左F｛．1935）5月11日ネ睾ili〔

　　　オ佳蟹置チ1打fjき探口召一TlI　IO（ユ935）盗ド6月9日株i眞〔　　III：swtJJ　t」と探El召羽11041三7月21口利ミ直

　　　ll召和10年（1935）7月21口調査

　　　　　　　　　　　　　　h．摘葉回数との關係

　前年の夏秋期に於ける摘葉回数の多少閥には一一定の傾向を認め難きも無摘葉1蔽に梢々多きが

如し。（第15表滲照）

第15表摘葉回数との關係

旺　　　別

第1置　　（7月窃口摘）
第2鳳
　　L8剛5口摘）

第3旺
　ω月16日摘）

第4甑
　（7。fi，8」8耐D

第5賦　（8，tS．9・1（lllSl）

策6正EL；
　（7曾25，9●16！寓）

第71鉦
　（7．2i・8」8・9。

　ユリ摘）

第8匪
　（磁雲バ敬穫）

供試株数

3

〃

〃

〃

o

〃

〃

〃

株

糖葉数

國一』“ﾂ
1283

1514

1431

152S

1174

1786

1362

1587

被害漿数

’一＝ﾑ’

　13

　1

　8

　9

　22

　3Z

15

60

被轡歩合

1．01

0．07

0．56

0．59

1．87

i．74

1．10

3．78

％

Zド　均　1　株

総條刎総條長

23

27

22

23

23

30

32

36

本 　CI1恥

1574

1694

1343

1500

ユ47S

1779

1862

2266

最　　長　　條

條長1欝鰍
Olll．

99，

90

95

96

go

go

SO

100

29

25

24

26

27

26

26

28

備考　　　漁秋舐用　　根刈　　改良鼠返　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

日召不皿　4　左1三　（1929）　12　月　　　　　　植f寸　（5尺X2尺）

IIEf　Zill　10左1三　（1935）　20　日株直

ll召矛II　10年　（ユ935）　7　」巳　24　目調査

枚

　　　　　　　　　　　　　　　　i．摘葉方法との關係

前年の秋期に於ける摘葉方法の如何によりては差異を來さY“るが如し。（第16表滲照）

　　　　　　　　　　　第16表　摘葉方法との鯛係

匪　別徽副繊数被筈葉薮被轡歩合
　　　　　　　　　1

頭～1蒸摘覇……譜……彌秘『t’rmt…驚評

扱　　　　　　　　　3｝it　　　　　　”　　　　　　696　　　　　　　95

葉　　　　柄　　　　才商1　　　　　　〃　　　　　　　760　　　　　　　　94

　　％
13，98

13．65

12．37

皐　均　1　株

総條数　総傑長

12

16

15

4； 　c！n．
13ユ0

1370

14SO

最　　長　　俊

、傑侵「着葉鍛

　　　　　　　備考　　　膵秋獄用　　根刈　　伊達市」弔

　　　　　　　　　　　昭和2年（1927）4月　　　植付（5尺×2，z）

　　　　　　　　　　　口召In　10年　（1935）　6　月　 20　日株直

゜　　　　．、　，　　　　　　　　　　　　　　　　、　「1召不il　10　Jf｝三　（1935）　8　月　　8　日詫周査

〔lm・　　　　　枚
工50　　　　30

150　　　　2S

160　　　　30



72　　　　　　　　　鑑　　綜　　離　　灘　　誌　　　　　　　　㈱八巻

　　　　　　　　　　　　　　」．牧穫開始時期との關係

　牧穫開始時期の早晩によbては制然たる露異なしと難も早きものに多少被害多き傾向あり。

（第17表＄照）

　　　　　　　　　　　　錐17表　牧穫開始賄…期との關係・

砥　　　別

櫃付嘗年
夏秋期牧穫
糀付2年目
際鎧期牧穫
激付2年目
夏秋期牧穫
椀付3年目
雅簸卿」牧穫

供試株数

3

〃

〃

〃

株

総葉数　被筈葉販　被審歩合
．　　　　ny・均1秣｝最　侵　傑

総鰍i懲長1條長1潜葉数
　枚　　　　枚　　　　％　　　　雇h
686　　　　　　　50　　　　　　7．29　　　　　　　15

938　　　　　　　　65　　　　　　6．93　　　　　　　　33

910　　　　　　　50　　　　　5．49　　　　　　　21

791　　　　　　　30　　　　　　3．79　　　　　　　16

備考　　　　　　 根メリ　　　ーノ瀬桑

　　　　　　PB手n　8　JfP（1933）4月　　　オ殖〔付　（5尺×2’く）

　　　　　　興召矛n10勾三　（1935）　6　月　　10　日＊朱th’

　　　　°　　昭和10年（1935）7月24日調査

　　　　　　　　　　　　　　k．闇作との關係

Cll⊃．

774

1513

ユ369

10「OO

（］Ill・

S1

SO

90

120

20

ユ9

25

24

枚

桑灘翫蹴せる混作（1瞠凱：1醒㈱朱撒善（雄に封しU髭棚○譜通脚醐
作との聞には判然たる差異なけれども普通睡に聞作せるものは多少被審少きが如し。

（第　ユ8　表参∫Kl）

　．　　　　　　　第18表　間作との關係

展　　刷　供試株数総葉敬　被轡葉数

謝照（欄作，　3株　654枚　9枚
’混　　f乍（大　　嬰）　　　　　　　”　　　　　　　636　　　　　　　　　2

改・韓（大饗）”o「g25
劉・照（無間作）　　　3　　U10　　　106

普離
ii

w　…　66　47

被轡歩合

　％1．3S
O．31

0．s4

9．55

4，41

耶　均　工　棟

総條刎総鰻
　水
ユ9

25

21

32

30

　こりけユ　

893

777

649

1532

1410

最　　長　　傑

條　剥綱轍
c－111．

60

48

50

s5

80

　枚
16

14

15
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1・　lll照不足との關係

蝉期以頼工的に照不足の麟をなしたる立礫の暇不脇ま立躁呪腰に比し
顯翫る蝦なきも被舗妙き傾向あり・（第・9糊　P
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第19表　1三1照不足との聞係
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C．細菌病と其被害による減牧率との關係
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被害程度の轄重により減牧卒は｝脛破害10％、rl－1被害30％・重被害50％なり。（第20表）

第20表　　細菌病被審による減収傘との關係　（封工0枚）
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D．被害葉摘入後の維過時間と葉重減少率の關1系

　葉重減少の混速に於て正常葉と被審葉との闘に顯晋なる差異なきも概して前者は後者に比し

葉重減少速なる傾向あり。（第21表及第一～六岡）

第21表（1）　I」常葉と被害葉との葉重減少｝雌i
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　　　　　　　　　　　E．被害葉給與と獄兜飼育成績との關係

　5購魏の経過日撒澱体重3茜獄歩合等に於ては差異を認め難きも・蓋瀾歩舎・族中並びに繭

中艶獄歩合、繭暦重、繭贋歩含等は何れも被害葉給興擁に於て不良なる傾向あり。（第22衰察照）

舞∫22表　　被轡葉給興とi賦児飼育成績との關係
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（4）　　袖靴　　質’　議馴　　…沓…

　　　　　　　　　　　’
＼＼項
　　＼＼＿目

薩　別＼＼
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細菌病葉給輿颪
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14．39　　　16．77　　　ユ5．45

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　旛

　桑の細菌病設害に就て調査せる結果を総括せぱ次の如し。

1，桑，hi、種による被害の差異は顯著にして、被害多きは伊達市r㍉安曇鰍改良早生1・文字、

　　一ノ瀬桑、編鳥大葉、島ノ内，叉被害少きは劒橘桑、扶桑丸、水内桑等なり。

2．植付當時の前木の大小により判然たる差異を示し、大萬は被害多く、小階は少し。

3．天地返、溝堀及耕転．無耕転との闇には一・定の傾向を認め難し。

4。土壌の乾漁により顯著なる蕗異あり。過乾涯に少く過漁匿に多きが如し。

5．疎植は被害少く、密植になるに從て被害増加の傾向あり。

6．仕立法に於ては根刈に被害多く、高刈に少き傾向あるも其差顯轡ならす、夏秋麟用と春秋

　　麓朋とを比較せば夏秋獄用に梢々多きが如し。

7．肥料にありては特に顯著なる差異なきも窒素質肥料の種類に於ては堆肥、大豆粕被害少き

　　ものS如く、三要素に於ては無力1哩に被害多く、無窒素1に少きが如し。

　　又三要素用量の多少に於ては窒素、燐酸、加里何れの肥料の多少に掬らす一定の傾向を認

　　め難し。爾施肥時期、自給肥料等に於ても一一・SEtの傾向なし。

8．伐探時期の早きものは晩きものに比し、被害梢々多き傾向あり。

9．夏秋期の摘葉回撒の多少vaよりては被害に差異なきも夏秋期無摘葉に被舗㌃移きが如

　　し。

10．摘葉方法の如何によりては差異なし。

11．牧穫開始時間の早晩によりては制然たる差異を認めざるも、早く牧穫開始せるものに被害

　　矛肯々多きが如し0

12．間作物の有無によりては大差なきも普通畦聞作に梢々少きが如し。

13．日照時刻によりては一定の傾向なきも日照不足桑は正常桑に比し、被害租々少きが如し。

14．裾桑葉の灘摩は顯散して、鵬遊しき場舗正常葉砒し・・50％の滅牧率なり・

15．被害葉は正常葉に比し、摘入後の葉重減少速度逓きが如し。

16．5齢獄兇に被害葉を給與したる場合は多少の悪影響を及ぼすものS如し、特に族中、繭ti：

　　発獄を増加し、繭暦重、繭暦歩合を低下せしむ。

以1，の各事項腰約せは細菌病の鰭は桑雁によ曙騰異i些だしく・イ鍵市平・安曇

桑，改良早生1一文字．一ノ瀬桑、編島大葉、島ノ内等に被害多く、創持桑、扶桑丸，水内桑被

害少し。叉土壌過灘により顯著なる差異を示し、過乾に少く、過1熱に多し．其弛の事項に就き

ては顯著なる差異なきが如し、被害葉は正常葉に比し、減牧事甚だしく50％の減牧率を示す。

尚正常葉に比し摘入後の葉重減少遅きが如く、5齢獄兇に給興せる結果は正常葉に比し不良な

るが如し。

　附記本調査に當り、多大なる援助を與へられたる松田順次鴛、山本義人齎に感謝の意を表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　長野縣竃業試瞼揚）
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2・野村彦太郎（1908）桑樹細菌病の研究　　　　　　　　植物學灘誌　第22巻257・258號

3．　Stevens　F．　L（1913）The　fungi　which　cause　plant　Disease

4．　ト藏梅之亟（1914）桑樹細菌病に就て　　　　　　　　　　　病巌害羅誌　　　第1巻　第1號

5．　Smith　E．　FL（1920）　An　introduction　to　bacterial　disease　of　plants

6．中島友輔（1921）早春に於ける桑樹の枯死及び之に俘ふ細菌に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝鮮農會報　　第16巻　第3號

7。遠藤保太郎、樋口琢磨（1921－1922）桑の細菌病1（關する研究　蟹業新報　第354・355・356・357號

8．遠藤保太郎（1927）桑樹病理學

9．瀧元清透（1927）薬細菌病特に其病原菌に就て　　　　　　　九大農學部學藝羅誌第2巻第5號

10，野瀬直毅（1929）桑細菌病菌と其随俘菌との關係　　　　　　　九大農學部學i藝羅誌第4巻第5號

11．宮城博（1934）木曾地方に栽植多き薬品種と細菌病の被害状態　窟業評論　第17巻　第8號
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